
 
 

     

 

大
阪
駅(
う
め
き
た
エ
リ
ア) 

開
業 

 

報
道
等
で
も
発
表
の
通
り
、
三
月
十
八
日
に
う
め
き
た

二
期
地
区
に
新
し
い
駅
「
大
阪
駅(

う
め
き
た
エ
リ
ア)

が

開
業
し
ま
す
。 

計
画
発
表
当
初
は
「
北
梅
田
駅
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
が
、
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
と
直
結
に
な
る
事
が
発
表
さ
れ
て
か

ら
は
、
大
阪
駅(

う
め
き
た
エ
リ
ア)

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

梅
田
の
中
心
地
に
新
駅
が
出
来
る
の
は
、
昭
和
四
十
二

年(

一
九
六
七)

に
、
大
阪
メ
ト
ロ
谷
町
線
の
東
梅
田
駅
が
出

来
て
以
来
と
な
り
、
実
に
五
十
六
年
ぶ
り
の
事
で
す
。 

(

地
下
鉄
東
西
線
北
新
地
駅
も
含
め
れ
ば
二
十
六
年
ぶ
り) 

こ
の
新
し
い
駅
で
は
、
新
式
の
ホ
ー
ム
ド
ア
で
あ
る
、

フ
ル
ス
ク
リ
ー
ン
ホ
ー
ム
ド
ア
が
採
用
さ
れ
、
車
種
、
編

成
に
よ
っ
て
扉
数
や
、
位
置
の
違
う
車
輌
で
あ
っ
て
も
、

ホ
ー
ム
ド
ア
が
フ
ス
マ
の
よ
う
に
動
い
て
、
乗
降
者
口
に

合
わ
せ
る
と
い
う
も
の
で
、
世
界
初
の
試
み
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
顔
認
証
に
よ
る
改
札
機
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

と
連
携
し
て
「
そ
の
人
が
検
索
し
た
場
所
」
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
反
映
表
示
さ
せ
る
次
世
代
案
内
シ
ス
テ
ム
も
導

入
さ
れ
る
と
の
事
で
、
非
常
に
近
未
来
感
あ
ふ
れ
る
駅
と

な
る
よ
う
で
す
。 

さ
ら
に
、
八
年
後
の
令
和
十
三
年(

二
〇
三
一)

に
は
、
新

駅
を
経
由
す
る
「
な
に
わ
筋
線
」
が
開
業
予
定
と
な
っ
て

お
り
、
新
た
な
大
阪
の
南
北
軸
が
生
ま
れ
る
事
に
加
え
、

さ
ら
に
こ
の
路
線
は
Ｊ
Ｒ
の
他
、
複
数
の
鉄
道
会
社
の
連

携
に
よ
り
、
新
大
阪
か
ら
関
空
ま
で
を
繋
ぐ
路
線
と
も
な

り
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
を
梅
田
に
導
く
太
い
導
線
と
な

る
事
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
新
駅
の
あ
る
、
う
め
き
た
二
期
地
区
は
、「
グ
ラ
ン

グ
リ
ー
ン
大
阪
」
と
い
う
名
称
と
な
る
事
が
、
先
般
発
表

さ
れ
、
大
き
な
公
園
を
持
つ
空
間
が
、
来
年
、
令
和
六
年

(

二
〇
二
四)

に
一
部
先
行
開
業
さ
れ
ま
す
。
そ
の
翌
年
に
は

大
阪
万
博
も
開
催
さ
れ
る
事
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
数
年
、

梅
田
は
目
の
離
せ
な
い
街
と
な
り
そ
う
で
す
。 

 

 

菜
種
守
の
授
与 

本
年
も
天
神
さ
ま
と
茶
屋
町
に
縁
深
い
、
菜
の
花
に

因
ん
だ
、
イ
ラ
イ
ラ
封
じ
の
御
守
、
「
菜
種

な

だ

ね

守
ま
も
り

」
を
二
月

二
十
五
日
か
ら
四
月
上
旬
ま
で
の
期
間
限
定
で
授
与
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
荒
む
心
を
宥
ね(

菜
種)

、
気
持
ち
を

明
る
く
す
る
事
を
祈
念
し
た
開
運
の
御
守
で
す
。
茶
屋

町
の
御
旅
社
で
の
み
授
与
致
し
ま
す
。 

※
土
日
十
三
時
～
十
七
時
で
あ
れ
ば
確
実
に
授
与
ご
対
応
可
能
で
す 

 

神
社
豆
知
識 

～
賽
銭
箱
～ 

神
社
に
お
参
り
す
る
時
、
本
殿
前
の
賽
銭
箱
に
お
賽
銭
を
奉

納
す
る
と
い
う
の
は
、
今
で
は
普
通
の
光
景
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
古
代
、
貨
幣
が
一
般
的
で
無
か
っ
た
時
代
は
、
神
様
へ
感

謝
を
捧
げ
る
為
の
お
供
え
物
は
、
御
米
等
の
食
べ
物
の
他
、
布

帛
、
馬
な
ど
物
品
で
お
供
え
さ
れ
る
事
が
一
般
的
で
し
た
。
ま

た
当
時
は
、
こ
う
し
た
お
供
え
物
を
捧
げ
る
行
為
そ
の
も
の
が

「
祓
え
」
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
『
古
事

記
』
な
ど
に
も
ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
が
、
贖
罪
の
品
々
を
差
し

出
し
た
と
い
う
説
話
が
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
が
貨
幣
に
変
わ
っ
た
の
が
、
室
町
時
代
頃
と
見
ら
れ
て

お
り
、
神
奈
川
県
の
鶴
岡
八
幡
宮
に
天
文
九
年(

一
五
四
〇)

、

「
散
銭
櫃
」
な
る
箱
が
設
置
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
、
現

時
点
で
は
こ
れ
が
最
古
の
賽
銭
箱
の
記
録
と
見
ら
れ
て
い
ま

す
。
恐
ら
く
こ
の
頃
か
ら
、
徐
々
に
庶
民
に
も
貨
幣
経
済
が
浸

透
し
て
い
た
一
つ
の
証
拠
と
い
え
そ
う
で
す
。 

 

そ
の
後
、
各
地
の
神
社
に
も
賽
銭
箱
が
普
及
し
ま
し
た
が
、

同
時
に
賽
銭
泥
棒
も
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
、
江
戸

時
代
に
は
、
賽
銭
箱
に
格
子
が
設
け
ら
れ
て
、
盗
め
な
い
よ
う

な
工
夫
が
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
材
質
も
頑
丈
な
ケ
ヤ

キ
が
用
い
ら
れ
、
今
の
よ
う
な
形
に
な
り
ま
し
た
。 

現
代
、
電
子
通
貨
の
普
及
と
、
銀
行
へ
の
硬
貨
の
大
量
預
け

入
れ
に
手
数
料
が
発
生
す
る
等
、
貨
幣
の
お
賽
銭
が
神
社
に
と

っ
て
負
担
に
な
り
つ
つ
あ
る
事
か
ら
、
賽
銭
箱
が
見
ら
れ
る
時

間
は
実
は
あ
と
僅
か
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

 

今 

月 
の 
暦 

【
御
旅
社
授
与
所(

茶
屋
町) 
御
朱
印
平
日
受
付
日
】 

三
月
二
十
三
日(

木) 
十
三
時
～
十
七
時
の
予
定 

 
              

～ 

綱
敷
天
神
社
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
地
図
サ
イ
ト 

～ 
     

編
著 

綱
敷

つ
な
し
き

天
神
社 

禰
宜

ね

ぎ 
(

御
旅
社 

神
主) 

 
 

 
 

 
 
 
 

  
  

白 

江 
 

秀 

知 
 

 当宮地図 

Google MAP 

 

喜 

多 

埜 
 

第
二
一
六
号 

 

 

綱
敷
天

つ
な
し
き
て
ん

神
社

じ
ん
し
ゃ 

社
報 

 

 

【
祭
礼
】 

        

【
節
気
】 
     

【
雑
節
】 

       

【
大
安
】 

 
 

 

【
朔
望
】 

  

【
祝
日
】 

  

【
旬
】 

 

社
報
「
喜
多
埜
」
毎
月
一
日
発
行(

一
月
の
み
元
日
に
特
別
号
、
十
五
日
に
一
月
号
を
発
行) 

上
巳
祓(

三
日)…

神
事
の
み 

ひ
な
ま
つ
り 

春
季
皇
霊
祭(

廿
一
日)…

神
事
の
み
。
祖
先
崇
拝
。
豊
穣
祈
願 

菜
種
御
供(

廿
五
日)…

神
事
の
み 

御
旅
社 

   

啓
蟄(

六
日)…

冬
籠
り
の
虫
が
目
を
覚
ま
す
頃
。
菰
焼
き 

春
分(

廿
一
日)…

昼
夜
等
分
の
候

 

   

春
の
社
日(

廿
一
日)…

産
土
神
を
詣
で
る
。
ボ
ケ
封
じ
の
御
縁
日 

春
の
彼
岸(

三
月
十
八
日
～
三
月
廿
四
日)  

お
墓
参
り 

旧
初
午(

一
日)…

旧
暦
の
お
稲
荷
さ
ん
の
縁
日
。
商
売
繁
盛 

  

三
月
一
日
、
七
日
、
十
三
日
、
十
九
日
、
廿
五
日
、
丗
一
日 

    

満
月(

七
日)

、
下
弦(

十
五
日)

、
朔
月(

廿
二
日)

、
上
弦(

廿
九
日)

 

   

春
分
の
日(

廿
一
日) 

   

[

野 

菜] 

菜
の
花
、
山
菜
類
、
ひ
じ
き
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
空
豆 

[

果 

物] 

イ
チ
ゴ
、
キ
ウ
イ
、
中
晩
柑
橘
類
、 

[

魚
介
類] 

ホ
タ
ル
イ
カ
、
タ
イ
、
ハ
マ
グ
リ
、
ニ
シ
ン
、
イ
カ
ナ
ゴ 

[

そ
の
他] 

菜
の
花
、
ツ
ク
シ
、
牛
乳
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム 

 


